The acceptance of Japanese calligraphers on chinese calligraphy rubbings and calligraphy at Edo period-taking Ichikawa Beian for example by 馬 成芬 & Ma Chengfen
江戸時代日本書家による中国「集帖」と書法の受容
－ 市河米庵を中心に
著者 馬 成芬
雑誌名 東アジア文化交渉研究 = Journal of East Asian
cultural interaction studies
巻 8
ページ 329-340
発行年 2015-03-31
その他のタイトル The acceptance of Japanese calligraphers on
chinese calligraphy rubbings and calligraphy
at Edo period-taking Ichikawa Beian for
example
URL http://hdl.handle.net/10112/9170
江戸時代日本書家による中国「集帖」と書法の受容
－市河米庵を中心に
馬成芥
TheacceptanceofJapanesecalligraphersonchinesecalligraphy
rubbingsandcalligraphyatEdoperiod-takinglchikawaBeianfbr
example
MaChengfen
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はじめに
江戸時代における日本の唯一の海外貿易港として長崎が中国との間の貿易を行っていた。中国の書道
資料の中の集帖も重要な貿易品として長崎を経由して日本に大量に輸入された。その時期の中国集帖の
輸入について､大庭惰氏による「江戸時代における中国集帖の輸入')」と言う成果がある。大庭氏が蒐集
した「商舶載来書目｣、「爾来書目』と「長崎会所取引諸帳2)」に依拠して輸入された集帖について統計す
l）大庭情「江戸時代における中国文化受容の研究」同朋舎出版、1984年６月、406-420頁。
2）大庭修「江戸時代における唐船持渡書の研究」関西大学東西学術研究所、1967年３月、資料編、239-739頁。
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ると、日本に輸入された中国集帖が151種､3,797部ほどに達している3)。江戸幕末の有名な書家としての
市河米庵がその著書に中国の集帖を大量に引用しているのである。このことは、長崎貿易を通じて中国
の集帖の輸入が、日本の書家に対して大きな影響を与えたことを証明できる一証拠と言えるであろう。
そこで本稿は、市河米庵を中心として、江戸時代における日本の有名な書家がいかに中国の集帖によ
る書法受容をしたかを探究するものである。
、市河米庵について
市河米庵著、中田勇次郎氏校注の「米庵墨談正･続ｊに附された市河米庵伝によると、
江戸時代の終わりにおいて、書でもっとも名を知られたのは市河米庵と貫名海屋である。
海屋が主として上方に名を知られていたのに対して、米庵は江戸において、その門弟が大名から庶
民にいたるまで五千人に及ぶほどの勢力をもち、ほとんど全国的にその書流が行き渡っている4)。
とされた。また中田勇次郎氏は、
江戸時代のおわりにおいて、書でもっとも名を知られたのは市河米庵と貫名海屋である5)。
と指摘されるように､市川米庵は幕末における代表的な書家の一人であった。また宇野雪村氏の「法帖』
第三部「法帖鑑記」の第二章市川米庵においても、江戸時代の後期における代表書家として、東の市河
米庵、西の貫名萩翁6)を挙げられる。
このように市河米庵は、江戸時代における有名な書家として名を成していたのである。それでは市河
米庵は、どのような書家で、いつ書道に接触したのかその経緯について触れたい。
市川米庵について北川邦博氏は以下のように述べている。
3）
4）
5）
6）
7）
市河米庵、名は三亥、字は孔陽また小春、宋の米元章を慕い米庵と号した。また楽斎、亦顛道人、
金洞山人などの号がある。江戸の人、市河寛斎の長子。書家として名があり、米元章を専ら習った
といわれるが、むしろ来舶清人の胡兆新の影響が強い。その書風は大流行し、大名、旗本に入門し
て学ぶものが多かった。安政五年七月十八日没、八十歳7)。
馬成芥「江戸時代の日本に輸入された中国の集帖について｣、「文化交渉」関西大学大学院東アジア文化研究科院生
論集、第３号、2014年９月、第３号、216頁。
市河米庵著、中田勇次郎校注「米庵墨談正･続」平凡社、1984年４月、515頁。
中田勇次郎著作集「日本瞥道史論考」＜下＞第六巻、心花室集、二玄社。194頁。
宇野雪村「法帖j、木耳社、1979年９月、346頁。
西川寧編「日本書論集成」第二巻、北川博邦「解題｣、汲古書院、1978年５月、２頁。
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これら専家が指摘したように、中国南宋末、元初の有名な書家である米帝すなわち米元章を尊び、そ
の名を借りて「米庵」と号したとされるように､米庵は南宋末､元初に活躍した米帝の書法を重視し､米
庵自身の書法の師範として尊崇していたのである。
また中田勇次郎氏は、市河米庵の書法に関して次のように記している。
米庵は初め宋の米帝から入り、若い時に長崎を訪れて、唐人の胡兆新に筆法を授かり、また、みず
から蒐集した明清時代の真跡を模範として学んだもので、その書風は主として新しい時代に重点が
置かれている。……米庵は江戸時代において長崎の唐人によって伝えられた明清の書風を集大成し
たものであり、いわば近体派というべきである8)。
と指摘されるように、市河米庵が中国の有名な米帝の書法を参照して書法を始めたのである。この中田
氏の指摘から米庵の書法習得の経過を見てみたい。
すなわち米庵は、中国の過去の人物である米帝の書法を学んだことが、米庵の書法習得の契機と考え
られる。すなわち書物の形態から中国書法に接したことに他ならない。米庵は、おそらく舶載された集
帖等から米帝の書法を習得したことは歴然である。その後、長崎に渡来した書家として中国はほとんど
知られない書家であった唐人胡兆新から直接書法の指導を受けたとされることは、中国人の指導者胡兆
新から書の技法を伝授される機会に接した可能性が極めて高いと考えられる。胡兆新は文化元年に長崎
に渡来し、幕命を受けて長崎に赴いていた大田南畝すなわち局山人とも幾度か接触していたことが知ら
れ、大田南畝も胡兆新の書に接していたのであった9)。
このように米庵は、中国書法を最初は書物から、ついで中国書法を中国人から直接学ぶと言う機会を
得た書家と考えて良いであろう。しかし、江戸時代の書家のすべてがこのような機会を持ち得たわけで
はない。ほとんどが書物すなわち法帖、集帖、軍帖などを手本として、書法の技法を習得したものであ
ったろう。こうして多くの書家等は、中国の書籍から大きな影響を受けたと考えられる。
このことから米庵の書風は、長崎に輸入された書道関係の中国書跡に見る明清時代の書跡の影響が最
も大きな、中田氏が指摘される「近代派」に属していると言えるであろう。それに、米庵は生涯にわた
って書道関係の資料の蒐集と研究に力を注いだ。その著した数々の著書は今日でも書を学ぶ人たちの有
益な書籍となっている。
米庵の書道関係の著書を分類すると、書論、書体、書式、書材、随筆に分けることができる。米庵の
著書について上述の市河米庵伝に基づいて下の表一に整理した。
表一に示した市河米庵の著書の編集は、基本的に書道関係資料を収集し、体系付けそれを研究する方
法を採用している。表一の著書以外に、米庵は、祖父蘭皇と父寛斎の感化を受けたからであろうが、書
画骨董を好み、蒐集癖があった。その蒐集品を掲載した図録が刊行した「小山林堂書画文房図録』十巻
と所蔵の筆二百八十枝を選んだ筆譜『米庵先生蔵筆譜」の二巻は、市河米庵の噌好の証明の一つといえ
8）中田勇次郎著作集「日本書道史論考」＜下＞第六巻、心花室集、二玄社。194頁。
9）松浦章「近世東アジア海域の文化交渉」恩文閣出版、2010年１１月、74-75頁。
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分類 書名
『米家普決」
書論
｢清三家書論」
書式 ｢略可法」
書体 ｢措行菅編」十五巻
書材 ｢墨場必携」十巻
｢五体墨場必携』二巻
随筆 ｢米庵墨談」正･続編
東アジア文化交渉研究第８号
表一市河米庵の番道関係の著書一覧
年代
1801年
1824年
1827年
1855年
1838年
1843年
正：1812年
続：1827年
内容
宋の韓徒胃が刻した「群玉堂帖ｊに見る米帯の自叙の文と米の言葉や書説
清の瞥人梁同書の瞥論「山舟瞥論｣、王樹の『論香謄語｣、朱履貞の「書学
捷要」をあわせる。
五つの瞥式の実例を挙げ示す。
行書と措瞥について碑版法帖及び真鎖から材料を集め、双鈎し縮写した字
体を分類編纂。
銘歳戒の類の道徳的な教訓の言葉、四季の花鳥風月の詩句
二字から十四字までの字句を五つの瞥体に番き分ける。
碑版法帖の鑑識、瞥体及び字体、執筆法、用筆法、筆硯紙墨、玉器、銅器
などの文房具から落款まで書に関する知識
る。さらに米庵の著書には中国集帖を大量に引用している。
たとえば上の表の中の『措行菅編』では、その後半には自ら編集した「菅編引証碑本法帖目』を附載
している。この目録には碑本152種と法帖93種を挙げている。そのほかに､著書「米庵墨談正編』にも大
量に法帖を引用している。それでは、米庵が引用したこれらの集帖が、日本に輸入された状況はどのよ
うであるかについて、市河米庵の二つの著書の記録から、米庵が著書に引証した法帖について整理して
みることにする。
二、市河米庵の著書に見えた中国集帖について
市河米庵が書道研究のためにどれほど中国の集帖に関心を持っていたかについて、彼の代表的な書道
書である「米庵墨談ｊから見てみたい。
「米庵墨談ｊは文化壬申（九年、1812）に、「米庵績編ｊは文政丁亥（十年、1827）は刊行されたが、
その記述の中にしばしば集帖に関する記事が見られる。「米庵墨談」巻一､楽毅論では次のように述べて
いる。
此本乃書付官奴ノ款アリ、マタ末二呉廷ノ印ヲ刻セリ、恐ク除清帖ノ残本ナランカ、竹雲ノ論ト比
較スルニ、一々符合ス、今流博スル王肯堂ノ欝岡斎帖二載ルモノハ、基刻拙晒シテミルニ足ラズ、
第二本ハ猪遂良基本ナリ、曹之格ノ賓晋斎帖ノ零本ニテ、末二猪遂良奉勅審定ノ款及上米元章ノ賊
アリ、余常ニ此二本ヲ以テ、諸帖二載ル所ノ楽毅卜合セミルニ絶テ及モノナシ。…余ガ本梢古揚ニ
シテ、何ノ帖ノ零本ナルヲシラス、除ハタダ其目ヲ此二録ス。
周抑斎肥本‘快雪堂零本、周抑斎痩本滋薫堂帖零本、王著本戯鴻堂零本、趨子昂臨本潮海蔵真帖零
本、董其昌臨本賓鼎斎帖零本。…'0）
１０）西川寧編「日本書論集成」第二巻、汲古普院、1978年５月、１０頁。
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上記に示したように､米庵は以上にあげた「欝岡斎帖」などの法帖を引用してこれら法帖に載せた「楽
毅論」の状況を説明している。
「米庵墨談』巻一、蘭亭序では、
第二品ハ海寧陳氏潮海蔵真帖二載ル猪基本ナリ、乃チ米氏袖珍本ニシテ、董玄宰六行ヲ製去スル者
コレナリ、是唐基款ナキモノニシテ、真蹟ノ趣大二存セリ、第三品ハ、余力家蔵ノ文氏二王帖二
載ル神龍本ナリ、所謂六字隻鈎本ニシテ、モットモ善揚ナリ、淳隈秘閣続帖マタ此本ヲ載スレドモ、
模刻共二下しり、其他数品ハ只ソノ目ヲ載ス
虞世南臨本玉煙堂帖、緒遂良臨本偽本星鳳魯楼帖、蒋承素本欝岡斎帖、高士廉本快雪堂帖、願上本
思古斎帖、南康本六集帖、玉枕本六集帖、賓晋斎本、淳照秘閣本、米南宮臨本白雲居帖、蔀紹彰
臨本停雲館帖、趨子昂臨本十三賊帖…'')。
とあるように、蘭亭序は各集帖にある状況を、集帖をあげながら説明している。
「米庵墨談」巻一、停雲館汲古堂法帖上之名では、
又董玄宰汲古堂ノ敬二、予孫庭刻此帖、皆閑窓臨倣、晋唐人之蹟、命之日汲古堂、是堂不必責有、
随帖命名如法華経化城之職耳…'2)。
とあるように、明代の有名な書家である董其昌が自刻した「汲古堂帖」をあげ、法帖の命名方法を説明
している。
「米庵墨談ｊ巻二、遊戯印では、
清人に至リテ経訓堂帖二収ル楊鉄崖城南詩ノ末二湯士元基、趨子昂洛神賦ノ末二喬竹仙墓ノ印ア
リ、又因宜堂帖二載ル呉ノ紀功碑二圧璃甫縮ノ印アリ、コレ大碑ヲ小字二縮基シタルニ用イタシナ
リ、マタ経訓堂帖二汝南公主ノ銘ヲ刻シテ孔千秋刻ノ印ヲ用ユ'3)。
とあるように、鑑賞家の収蔵印においても、米庵は集帖に見られた印の状況を一々とあげている。この
ようにして米庵はこの「米庵墨談」に書道関係の書法に関して広範囲にわたって中国の集帖を大量に引
用し、各法帖に見る書風などの実例を掲げ、書学の各方面の知識を解明しているのである。
それではこの「米庵墨談』には一体どれほどの法帖・集帖が掲げられているのか。また引用された法
帖・集帖がいつ日本に輸入されたかについて表２に示した。
１）
１２）
１３）
西川寧編「日本書論集成」第二巻、汲古瞥院、
西川寧編「日本書論集成」第二巻、汲古書院、
西川寧編「日本普論集成」第二巻、汲古書院、
1978年５月、
1978年５月、
1978年５月、
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１１頁。
21頁。
37頁。
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表２ ｢米庵墨談」引用集帖と日本に輸入された状況
番号 集帖名 輸入記録 輸入部数
１ 白雲居帖 ○ １２
２ 白雲帖
３ 百石堂帖 ○ ６
４ 賓鼎斎帖
５ 潮海蔵真帖 ○ ８
６ 潮海帖
７ 彩霞楼帖 ○ １
８ 淳化帖 ○ 3４
９ 淳照秘閣本
1０ 淳照秘閣続帖
11 多賓塔碑
１２ 多賓塔碑本
1３ 古香斎帖 ○ ８
1４ 国朝法帖
1５ 懐素千字文
1６ 懐素酔僧詩帖
1７ 汲古堂法帖 ○ ３
１８ 靭合斎帖
１９ 経訓堂帖 ○ ５
2０ 快雪堂帖 ○ 3９
2１ ‘快雪堂帖零本
2２ 六集帖
2３ 米帖
2４ 米元章擬古帖
2５ 毘池堂帖 ○ ８
2６ 涜喧閣帖 ○ 4８
2７ 翠玉堂帖
2８ 人帖 ○ ５
2９ 仁緊堂帖 ○ ２
3０ 三希堂帖 ○ １
3１ 十七帖
3２ 思古堂帖 ○ ３
3３ 思古斎帖 ○ ２
3４ 停雲館帖 ○ 1２
3５ 晩香堂蘇帖 ○ １
3６ 文氏詩帖
3７ 蕪霞堂帖
3８ 戯鴻堂帖 ○ 1１
3９ 星鳳楼帖零本 ○ ６
4０ 星鳳楼帖偽本
4１ 因宜堂帖 ○ ７
4２ 除清堂帖
4３ 除清帖
4４ 壬極蛍帖 ○ 1９
4５ 麓岡帖･霞岡斎帖 ○ ３
4６ 元章自書詩帖
4７ 趨子昂十札法帖
4８ 職思堂帖
4９ 滋意堂帖 ○ 3６
表２に示したように、「米庵墨談』には49種類の集帖が見られる。これらの集帖のうち24種類が日本に
輸入されたことが確認できる。しかし、残りの25種類は輸入された記録が不明であるが、米庵はどのよ
うな経緯でこれらの集帖に触れたのかさらに検討する必要があろう。米庵伝に見られるように、長崎を
訪れ、中国の書家と接触した機会があり、長崎貿易を通じないで、私的な関係で知り得た可能性もある
かと考えられる。
米庵のもう一つ別の書道関係の著書「措行菅編」にも大量の中国の集帖の引用が見られる。『措行菅
編ｊの後半の解題には米庵の編集方針が見られる。
一書契以来、書体益支、前有築隷八分、後有措行草、古人既輯為編、独至措体、未見有輯者、余嘗有志
於斯挙'4)。
とあるように、時代とともにいろいろな書体も派生し、古い時代には豪･隷・八分、その後には措・行．
草書が現れた。これらの書体について、先人が編集したが、楢書体についてはまだ編集されていない。
そこで､米庵は借書体の研究を志してこの「措行菅編』を著した。「措行菅編」の書名の由来について次
のように記している。
因就貌晋以還法帖真跡、従所見而鈎基紗出者。五十有余年、手輯成編、又傍帯行体者、共収並挙、而示
其変化也、名日措行菅編'5)。
上記に示したように、米庵は自身が所見した法帖や碑版の真蹟について、五十余年の歳月をかけ、措
書をはじめ行書についても双鈎し縮写した字体を分類編纂し、書名に「措行菅編ｊと名づけた。安政二
年（1855）すなわち米庵が77歳のときに完成したものである。
この著書の最後には152種類の碑本と93種類の法帖をあげている。これらの碑版と法帖はすべて米庵
の所蔵であったかどうかは不明であるが、過眼したことは歴然であろう'6)。このことから米庵の所見し
た資料の豊富さが想像できる。
それでは、この「措行菅編」に付録した93種の集帖・法帖がどのようなものであるのか、またこれら
の集帖.法帖が日本に輸入されていたのか否か。「措行蒼編ｊの記録と馬成芥「江戸時代の日本に輸入さ
れた中国の集帖について17)」により表３に示した。
表３に示した93種の法帖の中で、「法華経』が単帖であるほかに､右欄に○印で示した38種が管見の限
り日本に輸入された記録が判明できる。しかし残りの54種が輸入された記録は現在のところ不明であ
る。長崎を訪ね、中国商人か書法家に接触し、私的関係で商人か書法家から贈呈された可能も考えられ
る。いずれにしろどのような経緯により、米庵が過眼した資料についてその浩潮なことは以上からも明
白である。
上記のように米庵の「米庵墨談」と「措行菅編」とをあわせると38種類の中国集帖が日本に輸入され
た記録が判明する。さらに「措行菅編」に引用された集帖･法帖は「米庵墨談』にすべて見られる。「槽
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杉本つとむ編「異体字研究資料集成」二期三巻、「措行菅編｣、雄山閣出版、1995年１２月、383頁。
同上、384頁。
宇野雪村『法帖｣、木耳社、1979年９月、346頁。
馬成芥「江戸時代の日本に輸入された中国の集帖について｣、「文化交渉」関西大学大学院東アジア文化研究科院生
論集、2014年９月、第３号、205-221頁。
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江戸時代日本書家による中国「集帖」と普法の受容（馬）
4８ 鳴琴館帖 ２
4９ 腹雨山房帖 ３
5０ 莫廷韓帖 ２
5１ 毘池堂帖 ５ 章藻 ○ ８
5２ 墨稼巷帖 ５ 仁寿雲氏
5３ 擬山園帖 １０
5４ 千墨巷帖 ４
5５ 清猷閣帖 ６
5６ 胃華斎超帖 1２ 眺学経 ○ 2０
5７ 胃喧閣帖 ４ 同 ○ 4８
5８ 秋碧堂帖 ８ ○ １９
5９ 人帖 ４ ○ ５
6０ 仁緊堂帖 ５ 葛正筋 ○ ２
6１ 汝帖 １２ 偽本 ○ １
6２ 三希堂帖 ６ ○ １
6３ 式古堂帖 1０ 下器永
6４ 試研斎帖 ８
6５ 書種堂帖 ２ 同
6６ 思古斎帖 ５ 同 ○ ２
6７ 松雪斎帖 ８ ○ 1３
6８ 宋四大家法帖 ４ 明刻
6９ 唐宋八大家帖 1２ ○ ９
7０ 停雲館帖 １２ 文徴明 ○ 1２
7１ 晩香堂蘇帖 2８ 陳継儒 ○ １
7２ 晩香堂蘇帖 1２ 眺学経
7３ 蕪蔑堂帖 ６ 同
7４ 戯鴻堂帖 1６ 董其昌 ○ １
7５ 戯魚堂帖 １０ 劉次荘偽本
7６ 響琴斎帖 ８
7７ 星鳳楼帖 １２ 曹彦約、偽本 ○ ６
7８ 秀餐軒帖 ４
7９ 宣和秘閣帖 １０ 官本 ○ ２
8０ 玄白斎帖 ４
8１ 研山堂帖 ３
8２ 一笑斎帖 ４
8３ 因宜堂帖 ８ ○ ７
8４ 蟹照堂帖 ４
8５ 除清堂帖 呉廷、見１帖
8６ 玉椿斎帖 ４
8７ 王煙蛍請帖 ４ 同 ○ 1８
8８ 壬煙堂帖 2４ 陳元瑞
8９ 麓岡斎 １０ 王肯堂 ○ ３
9０ 月虹館帖 ４
9１ 藻蕎家六集帖 3０ 察一槻
9２ 職思堂帖 ８
9３ 滋意堂帖 ８ ○ 3６
番 で 表中の書名の太字は輸入が確認できるものである。
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行菅編』が完成した時期とこの38種類の集帖が日本に輸入された時期と深い関係がある。そこで、この
38種類の集帖が日本に輸入された時期について表４に示した。
表４に示したように、米庵の著書に引用された集帖の中で、最も早く日本に輸入されたものは元禄７
年（1694）の「白雲居米帖』で、最も遅いものは嘉永３年（1850）に輸入された「汝帖』である。それ
輸入された時期
番号 帖名 西暦 日本暦
１ 白雲居帖 １６９４ 元禄７年
２ 淳化法帖 １７１４ 正徳４年
３ 王煙堂篭帖 1718 享保３年
４ 停雲館法帖 1727 享保12年
５ 戯鴻堂法帖 1731 享保16年
６ 緯帖 1762 宝暦12年
７ 二王法帖 1763 宝暦13年
８ 星鳳楼帖 1777 安永６年
９ 秘閣帖 1779 安永８年
１０ 彩髄楼法帖 1780 安永９年
１ 伝経堂法帖 1780 安永９年
１２ 汲古堂法帖 1780 安永９年
1３ 清華斎趨帖 1780 安永９年
1４ 宝賢堂法帖 １７８２ 天明２年
1５ 墨池蛍法帖 1782 天明2年
１６ 晩香堂法帖 １７８２ 天明２年
１７ 大観法帖 1783 天明3年
１８ 快雪堂法瞥 1783 天明３年
1９ 秋碧堂法帖 1783 天明３年
2０ 仁緊堂法帖 1783 天明３年
2１ 鯵岡斎法帖 1783 天明３年
2２ 潮海蔵真帖 1786 天明6年
2３ 滋意堂法帖 1791 寛政３年
2４ 三希堂法帖 1797 寛政９年
2５ 清噸閣蔵帖 1799 寛政11年
2６ 経訓堂法帖 1801 享和元年
2７ 耐古堂法瞥 1803 享保３年
2８ 古香斎 1807 文化４年
2９ 因責鴬法帖 1807 文化４年
3０ 人帖 1840 天保１１年
3１ 松雪斎法帖 1840 天保11年
3２ 古斎帖 1843 天保１４年
3３ 明人尺脳 1845 弘化２年
3４ 唐宋八大家法帖 1845 弘化２年
3５ 宝晋斎法帖 1846 弘化３年
3６ 敬一堂帖 1847 弘化４年
3７ 百石堂法帖 1849 嘉永２年
3８ 汝帖 1850 嘉永３年
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以後に輸入された法帖は米庵の著書に現れていないことから、『措行菅編ｊが完成した安政２年（1855）
年と合致する。
ところが、『米庵墨談･正編」は寛政１７年（1812）に完成したのに対して、寛政１７年（1812）年以後に
日本へ輸入された法帖が「米庵墨談」に見られる。それは表４に示した天保１１年（1840）年から嘉永３
年（1850）年までの10年間に輸入された９種類の法帖で、『米庵墨談」には『人帖」と「思古斎帖｣、「百
石堂法帖」が引用されたことが判明できる。
そうするとこの三つの法帖は『米庵墨談』が完成する前に輸入された可能性がある。そこでこの三つ
の法帖の成立時期について検討してみたい。
容庚の「叢帖目」によると、
｢人帖」四巻、嘉慶十一年、識保撰集、長沙周鍔書帖目並博'8)。
｢百石堂蔵帖』十巻、明董其昌書、康照三十四年、蒲州買欽撰集、李是龍基刻、巻首有百石堂蔵帖
印、無帖名'9)。
と、「人帖』が嘉慶十一年（1806）と『百石堂蔵帖」が康照三十四年（1695）についてはその成立が記さ
れているが、「思古斎法帖』については「叢帖目」には記録が見られない。
また、張伯英によると、
｢人帖」四巻、清繊保輯、嘉慶丙寅刊成。識保字梅庵、督漕運時典圧稼門中丞出資刻此帖、属長沙周
鍔董其役20)。
｢百石堂蔵帖』十巻、清買粒輯董其昌書、無刻石年月、冊首各有「百石堂蔵帖」之長方印、或在題
下、或在第一帖之下、不蓋在首行、亦不標明巻数、所収董跡頗多、墓場亦精2')。
｢思古斎石刻ｊ一巻、蘭亭序、黄庭経各一種、刻一石之両面。帖首有「思古斎石刻」五蒙字。蘭亭首
云「唐臨絹本｣、尾有「永中」及「墨妙筆精」二印221。
と記しているように、「人帖j、「百石堂法帖』、「思古斎帖」にいて簡単ではあるが述べている。容庚､張
伯英ともに「百石堂蔵帖」とあるが、米庵には『百石堂法帖ｊとある。おそらく同一の法帖として考え
られる。
このことから『思古斎石刻』の作成された時期が明確ではないが、「人帖』と「百石堂帖』が成立した
時期はほぼ知られる。「百石堂帖』は康照三十四年（1695)、「人帖」は嘉慶十一年（1806）のことであ
る。そうすると、すくなくとも『百石堂帖ｊと「人帖ｊは、「米庵墨談」の完成した寛政十七年（1812）
１８）
１９）
20）
21）
2）
容庚「叢帖目』第二冊、中華書局、2002年、374頁。
同上、1261頁。
張伯英著「張伯英碑帖論稿｣、三、河北教育出版社、2006年２月、３６頁。
同上、229-230頁。
同上、205頁。
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の以前に、日本に輸入された可能性が高いと思われる。とりわけ嘉慶十一年（1806）の「人帖』が、寛
政十七年（1812）の『米庵墨談」に引用された時期は、当時の交通運輸事情などを考えると決して遅い
とは言えないであろう。中国で作成された六年後には市川寛斎によって自書に引用されたのであった。
おわりに
江戸後期を代表する書家市河米庵は、自己の著書「米庵墨談」に49種類、「措行葡編」に93種類の中国
集帖を引用した。このうち、重複を除ければ､114種類の集帖が見られる。その中で管見の輸入資料から
日本への輸入が判明するのは38種類である。輸入時期は元禄７年（1694）から嘉永３年（1850）にわた
る。しかし「米庵墨談ｊの中には、この輸入時期から見て『人帖」と『思古斎帖j、「百石堂法帖』とい
う三つの集帖が、『米庵墨談」の成立以後に輸入されたことになる。これはおそらく「米庵墨談』が作成
された以前に輸入されていたと考えられる。
米庵は、中国から日本へ輸入された集帖を丹念に検討し、書法の習得に精進していた。たとえば王義
之の書について、「凡書ヲ学ノ始ニハ、真措端正ヲナスニアリ、真措ハ王右軍ヲ学フヘシ、右軍ノ真措ハ
楽毅論二過ルナシ、王虚舟云、正書学楽毅論為主ト、責二上、鍾法ヲ存シ、下、唐人ヲ旺胎ス、余楽毅
論ヲ尊尚シテ、常二好テ臨学ス、或ハ零本ヲ購得シ、或ハ自ラ鈎墓シ、今蔵スル所九十一本アリ23)」と記
したように、書を始めるには、措書のように端正な書体から始め。措書は、王義之に学ぶべきとし、王
義之の措書は楽毅論を手本とすべきと指摘した。米庵は中国集帖を見て具体的に書法の習得を図ったの
である。さらに、米庵は「楽毅論』を尊び､常に臨書し零本を購入し自ら鈎基するなどの努力を重ねた。
米庵がどのような経緯により多くの法帖を入手したかは十分に解明できないが、彼が利用したこれら
の書道資料は、現在に至るまでも書道関係者らにどれほどの稗益を与えたかは計り知れないものであ
る。この点から見れば、米庵は単なる書人ではなく、教育書道の面にも大きいな業績を残した大家と言
えるであろう24)。
市河米庵の書風と学書方法について、河内利治氏が「市河米庵（一七七九～一八五八)、巻菱湖（一七
七七～一八四三)、小島成斎（一七六九～一八六二）の三つの流派は、中国の明時代の影響を受けた帖学
派の亜流とも言うべき唐様の、実用的書風の強いものであった。そして師法伝授という学書の形式で、
もっぱら書道塾を中心に習字を教えていたといえよう。寺子屋的な庶民教育としての文字教育が、その
なかでなされてはいたが､ただ書の技法論が中心であったに過ぎない25)」と指摘しているように､米庵の
書風は中国明時代の帖学派から大きな影響を受け、実用的な書法であった。その書法習得の過程におい
て多くの中国の集帖・法帖の実物による研鐙が見られたのである。
以上のように、米庵は中国から日本に輸入された上述の大量の集帖を閲覧して書法の技法を重視し習
得したことは明らかであろう。
23）
24）
25）
西川寧編「日本書論集成」第二巻、汲古書院、1978年５月、１０頁。
堀江知彦「書家としての米庵｣、美術社出版「Museum－国立博物館美術誌』、９４号、1959年、１１頁。
河内利治「何紹基の書法とその影響｣、大東文化大学出版「大東文化大学紀要｣、４６号、2008年、214頁。
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